『2004年度長野県勤労者協議会連合会県政への提言と要望』への回答

                                                                                        （長野県生活環境部　所管分）
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	３．２）須高地区酸性水対策について

	須高地区を流れる松川、百百川は鉱毒水のため、魚が棲めない赤い死の川となっている。

良質な水源確保と豊かな自然を取り戻すための対策を進めていただきたい。
	１　現況

　　須高地区を流下する松川、百々川等の河川は、酸性の強い河川となっている。

昭和５９年の金属鉱業事業団の報告書によると酸性水の６３～８５％は火山性の地質由来で、１５～３７％が廃止鉱山由来と推定されている。

２　対策の経過

(1) これまでに推進されている主な事業は次のとおり。

· 飲料水、農業用水の代替え水の確保（河川課、土地改良課）

· 周辺住民の健康影響調査（保健予防課）

· 河川水の水質調査（水環境課）

· 廃止鉱山対策（産業技術課）

· 治山対策（森林保全課）

· 酸性土壌地帯の緑化対策の検討（森林保全課）

· 休廃止鉱山の緑化対策の検討（産業技術課）

· 須高地区酸性水対策会議(S57～)を開催し、連絡調整及び対策を検討（水環境課）
(2)上記対策の結果、飲料水、農業用水等の水利用上の支障は現在、生じていない。


	生活環境部水環境課水質保全係

担当者名　本間　健

電話番号（直通）

026(235)7176

FAX番号

026(235)7366

E-MAIL

mizukankyo@pref.nagano.jp

	
	
	３　今後の対応

(1) 酸性河川対策は、広範囲の自然を対象にしているため、効果的な対策を講ずることは、容易ではなく、抜本的な改善には至っていない。

(2) 鉱山跡地においては、「坑道耐圧密閉調査研究会」において、平成10～14年度に検討した結果、技術的、費用的な問題から閉塞工事は適さないと結論がでたので、平成15年度から緑化対策を中心に調査研究が行われ、酸性土壌のため緑化が困難な荒廃地については、客土による広葉樹の植栽工法を取り入るなど植生の回復が図られている。

(3) また、河川の水質調査等の調査研究を行うとともに、覆土・緑化工事等による硫酸発生抑制効果を調査していくこととしている。

(4) 関係課、研究機関で構成する「須高地区酸性水対策会議」で情報交換し、必要な対策を検討しており、今後も、引き続き、地元の須坂市、高山村とも相談しながら、対応してまいりたい。

	


　



































































